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２
０
１
８
年
の
２
月
に
『
子
ど
も
た

ち
の
力
で
い
じ
め
・
自
殺
克
服
に
と
り
く

む
学
校
・
社
会
を
』
を
滋
賀
民
研
の
見
解

と
提
言
と
し
て
、
発
刊
し
ま
し
た
。
２
０

１
１
年
10
月
に
大
津
市
内
の
中
学
２
年
生

が
自
ら
死
を
選
ぶ
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件

か
ら
６
年
半
と
い
う
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
哀
悼
の
意
を
心
よ

り
表
す
る
と
と
も
に
、
現
在
も
子
ど
も
た

ち
が
「
い
じ
め
」
に
苦
し
む
事
件
が
続
く

状
況
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
、
多
く
の
人
々

と
共
に
実
践
と
研
究
を
共
に
進
め
て
い
く

覚
悟
を
持
っ
て
、
こ
の
書
を
発
刊
し
ま
し

た
。
遺
族
と
大
津
市
と
は
、
２
０
１
５
年

3
月
に
和
解
し
て
い
ま
す
。
代
理
人
弁
護

士
が
所
属
す
る
吉
原
稔
法
律
事
務
所
が
運

営
す
る
Ｈ
Ｐ
サ
イ
ト
「
大
津
中
２
い
じ
め

自
殺
裁
判
支
援
～
真
相
究
明
と
再
発
防
止

の
た
め
に
」
に
よ
る
と
、
「
こ
の
和
解
に

よ
り
、
合
計
４
１
０
０
万
円
が
被
告
大
津

市
か
ら
原
告
ら
に
支
払
わ
れ
る
」
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
和
解
内
容
に
は
、
「
裁
判

所
が
い
じ
め
の
事
実
を
認
定
し
、
被
害
少

年
の
自
殺
に
つ
い
て
の
予
見
可
能
性
、
結

果
回
避
可
能
性
を
認
め
、
大
津
市
に
安
全

配
慮
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
認
定
し
、
ま

た
、
大
津
市
の
詳
細
な
謝
罪
条
項
、
取
り

組
む
べ
き
施
策
事
項
等
」
が
織
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
な
お
、
元
同
級
生
３
人
と
保
護

者
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
は
、
２
０

１
８
年
5
月
８
日
に
結
審
し
、
11
月
６
日

に
は
判
決
が
下
さ
れ
ま
す
。

文
部
科
学
省
告
示
の
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
、
小
学
校
で
は
今
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
は
来
年
度
か
ら
「
道
徳
の
時
間
」

は
「
特
別
の
教
科

道
徳
」
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
道
徳
の
時
間
」

で
は
、
「
読
み
物
教
材
の
登
場
人
物
の
心

情
理
解
」
に
偏
っ
た
り
、
分
か
り
き
っ
た

こ
と
を
言
わ
せ
た
り
書
か
せ
た
り
す
る
指

導
に
終
始
し
が
ち
で
、
現
実
の
い
じ
め
の

問
題
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、

「
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
か
」
を
真
正
面

か
ら
問
う
、
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
へ

の
転
換
」
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
い
じ
め
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
るk

iva

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
科

学
的
に
有
効
性
が
証
拠
に
よ
っ
て
示
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
国
際
的
に
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
が
、
「
考
え
、
議
論
す
る

道
徳
」
が
い
じ
め
に
対
す
る
有
効
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
な
る
と
い
う
証
拠
は
示
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
学
校
に
と
っ
て

「
い
じ
め
問
題
」
へ
の
取
り
組
み
は
待
っ

た
な
し
で
す
。
い
じ
め
や
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
海
外
や
国
内
の
研
究
や
実
践

か
ら
学
び
な
が
ら
、
足
元
の
学
校
現
場
で

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
に
正
面
か
ら
目

を
向
け
て
、
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
２
０
１
１
年
の

大
津
の
中
学
校
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
を
、

事
実
に
基
づ
い
て
問
い
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
「
滋
賀
民
研
の
見
解
と
提
言
」

が
そ
う
し
た
一
歩
に
つ
な
が
る
よ
う
に
学

び
を
広
げ
、
活
用
い
た
だ
け
る
こ
と
を
祈

念
し
、
希
望
し
て
い
ま
す
。

（
き
し
も
と
み
の
る
）
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・「巻頭言」/岸本実････P１

・【総会記念講演】憲法を子

どもたちに～中高生の主権

者としての成長を願って/

玉木 昌美･･････････P2～4

・第３１回総会概要･･････P5

・高校での中国語教育を振り

返って/難波淳････････P6･7

・2018年度活動予定＆役員･･
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『
子
ど
も
た
ち
の
力
で
い
じ
め
・
自
殺
克
服
に

と
り
く
む
学
校
・
社
会
を
』
を
活
用
し
て
、

い
じ
め
に
対
す
る
共
同
の
教
育
実
践
を

滋
賀
大
学
教
授
・
滋
賀
民
研
所
長

岸
本

実

編
集
後
記

理 事 長 黒田 吉孝（滋賀大名誉教授・びわこ学院大教授）

副理事長 福井 雅英（滋賀県立大学教授）

山田 稔（登校拒否・不登校問題滋賀県連絡会)

理 事 奥村 信夫（守山南中学教員）

桂田 良高（元小学校教諭）

岸本 実（滋賀大学教授）

倉本 頼一（元滋賀大･立命館大）

黒田 吉孝（びわこ学院大学教授、滋賀大学名誉教授）

竹下 秀子（追手門学院大学教授)

竹中 真美（大津学童保育指導員）

茶谷 淑子（大津清陵高等学校教諭）

福田 真樹（全滋賀教組書記次長）

本田 清春(元小学校教諭、地域民研交流研事務局長）

松村 実（比叡山中学校・高等学校校長）

宮下ゆたか（立命館大等 非講)

村方 翼 （学童保育指導員）

山岡 雅博（立命館大学教授）

山上 修（元県立高校教諭）

吉田 一彦（滋賀県教育サークル協議会会長）

監 事

所 長 岸本 実（滋賀大学教授）

副 所 長 山上 修（元県立高校教諭）

宮下 ゆたか（立命館大等 非講)(元県立高校教諭）

事務局長 茶谷 淑子（大津清陵高等学校教諭）

事務局次長 桂田 良高（元小学校教諭）

顧 問 木全 清博（滋賀大学名誉教授）

2018年度 滋賀県民主教育研究所 役員 2018年度活動予定

月日 曜

４14 土 事務局会議・白書委員会

28 土 発送作業 事務局会議

５12 土 事務局会議

19 土 理事会・研究委員会合同会議

26 土 発送作業 事務局会議

６９ 土 第30回 総会

16 土 事務局会議

30 土 発送作業 事務局会議

７ 1 日 母親大会

14 土
事務局会議・

研究部会代表者委員会

28 木 発送作業・事務局会議

８ 11 土 事務局会議・白書委員会

25 土 発送作業 事務局会議

９８ 土 事務局会議

29 土 発送作業 事務局会議

10６ 土 事務局会議

13 土 滋賀民研オータムセミナー

27 土 発送作業・事務局会議

1110 土 事務局会議・理事会

24 土 事務局会議

12１ 水 発送作業 事務局会議

８ 土 事務局会議

15 土 事務局会議

26 土 教育のつどい(教科・障害児)

２０１９年

１12 土 事務局会議

26 土 教育のつどい(全体・課題)

27 日 発送作業 事務局会議

２９ 土 教育のつどい(全体・課題)

11 月 事務局会議

23 土 発送作業 事務局会議

３９ 土 事務局会議

30 土 発送作業 事務局会議

４13 土 事務局会議

27 土 発送作業 事務局会議

５11 土 事務局会議

18 土 理事会

25 土 発送作業 事務局会議

６９ 日 第32回総会

民
研
の
新
年
度
が
始
ま
っ
た
と
は
言

え
、
「
手
を
つ
な
ぐ
」
の
編
集
と
事
務

局
関
係
の
雑
務
だ
け
で
精
一
杯
。
新
し

い
こ
と
を
始
め
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
◇
憲
法
で
大
切
な
の
は
99
条
。

９
条
の
２
倍
、
い
や
11
倍
大
切
。
こ
の

こ
と
を
生
徒
に
話
す
と
急
に
威
張
り
出

す
生
徒
が
い
る
の
が
面
白
い
。
「
で
も
、

君
た
ち
は
憲
法
に
基
づ
く
法
律
を
守
ら

な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
言
う
と
、
な
ー

ん
だ
と
い
う
顔
を
す
る
の
も
ま
た
可
愛

い
。
立
憲
主
義
が
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
昨
今
。
ま
ず
政
治
家
に
99
条
を
教

え
て
あ
げ
た
い
。
◇
難
波
さ
ん
の
ク
イ

ズ
の
答
は
（
き
ゅ
う
り
）

で
す
。
小
さ
い

字
で
こ
っ
そ
り
お
教
え
し
ま
す
。
（
Ｃ
）

2018年4月～2019年6月


